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JICAの事業評価・レポーティング
～ICMAソーシャルボンド原則との適合①～

 JICAは、国際資本市場協会（ICMA）の発行するソーシャルボ
ンド原則で定める、ソーシャルボンドの4要件（「資金使途」、「事
業評価・選定プロセス」、「資金管理」、「レポーティング」）に適合
したフレームワークを構築し（セカンドオピニオンを取得）、ソー
シャルボンドを発行しています。

資金使途

事業評価・選定プロセス

資金管理

レポーティング

国連および世界銀行の基準に基づく開発途上国において、日本政府の方
針（開発協力大綱等）に沿った事業（有償資金協力事業）に資金が充当され
ます

国際標準に基づく評価項目によって審査され、日本政府・外部専門家を交
えた透明性のある事業評価・選定プロセスを経て、実施されています

有償資金協力勘定はそれ以外の業務の勘定とは区分経理され、会計検査
院、会計監査人、監事による点検・監査が行われます

有償資金協力事業の全件で、事業の実施の事前・事後に定量的な効果指
標を含む評価表を作成し、JICAホームページにて公表しています
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JICAの事業評価・レポーティング
～ICMAソーシャルボンド原則との適合②～

国際資本市場協会（ICMA）のソーシャルボンド原則では、ソーシャ
ルボンドの対象事業を通じて生み出されるインパクトの開示を最
も重視。定量的指標、定性的指標、主要な評価手法や評価仮説な
どの情報公開を推奨。

【JICAソーシャルボンドのセカンドオピニオンにおける「レポーティング」に対するオピニオン】

（JICAが実施する）有償資金協力事業の全件で定量的・定性的な事前評価と事後評価が公開さ
れており、特に事後評価では外部コンサルタントによる評価に加え一部には第三者意見も付与
するなど極めて透明性の高い情報開示が実施されている。

資金使途の確認
投
資
家

利息払い・償還

開発途上国等に対する
円借款・海外投融資

JICA債への投資 投融資

返済

開発途上国等有償資金協力

持続可能な経済成長支援・貧困削減・
地球規模課題への取り組み

オルカリア地熱発電事業
（ケニア）

ポリオ撲滅事業
（パキスタン）

 適格事業の審査・選定（事前評価）
 発現したインパクトのレポーティング（事後評価）
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【インパクトレポートでの開示内容例】

出所：JICA（レポート全文：https://www.jica.go.jp/investor/bond/ku57pq00001qs7yu-att/Impact_Report.pdf）

JICAの事業評価・レポーティング
～インパクトレポート事例①～
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【インパクトレポートでの開示内容例】

出所：JICA（レポート全文：https://www.jica.go.jp/investor/bond/ku57pq00001qs7yu-att/Impact_Report.pdf）

JICAの事業評価・レポーティング
～インパクトレポート事例②～
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事業評価とは
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*詳しくはJICAホームページ「事業ごとの取り組み」をご覧ください。
https://www.jica.go.jp/activities/schemes/index.html

 日本政府も、世界の問題を解決するための取り組みを続けています。

 JICAは、日本の政府開発援助（ODA）の実施機関として、SDGsをはじめとする、開発途上国
が直面する多様な課題の解決に、日本の経験や技術を活用しながら、国際社会と連携して
取り組んでいます。

 JICAは、技術協力、有償資金協力、無償資金協力という3つの協力手法を一体的に運用して、
途上国の政策・制度の改善、人材育成と能力開発、インフラ整備を支援していす。

1. JICAが取り組んでいること

開発途上国が経済社会開発
のために必要な施設を整備
したり、資機材を調達した
りするための開発資金を贈
与します。

専門家の派遣、機材の供与、
人材の日本での研修などを通
じて、開発途上国の経済・社
会の発展に必要な人材育成、
制度構築、技術普及、研究開
発を支援します。

バングラデシュの小学校の理数科授業 モーリタニアの地方飲料水供給事業

開発途上国に対して、低利で
長期の緩やかな条件で開発資
金を貸し付けることにより、
開発途上国の発展への取組み
を支援します。

インドの高速輸送システム建設事業

（2017年度実績）

無償資金協力

技術協力

有償資金協力

1,923億円

1,151億円

18,884億円

＜各協力の規模＞

技術協力 無償資金協力

有償資金協力

（出典：JICA年次報告書2018）
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 JICAによる途上国支援事業は、「計画～実施～成果確認～改善～計画～・・・」と
いうプロジェクト・サイクルで実施されます。「事業評価」は、このプロジェク
ト・サイクルの過程で、事業の実施前から実施後まで一貫して行われます。

2. JICAの事業評価

JICAの事業評価の目的

■説明責任

評価結果を分かり易く、速やかに公表するこ

とにより、ODA事業の開発効果や各課題への

対応状況について、理解を深めていただくこ

とを目的としています。

■学習と改善

評価を行い各事業がもたらした効果を確認し、

その評価結果から導き出された教訓等を

フィードバックすることにより、将来の事業

実施、案件形成や協力の基本方針の改善へつ

なげます。

8



 JICAは、経済協力開発機構（OECD）開発援助委員会（DAC）が定めている

国際的なODA評価の視点「DAC評価5項目」による評価を実施しています。

*

評価
基準

有効性

インパクト

妥当性 効率性

持続性

整合性

(*)2021年度以降、「整合性」を加えて新たに「DAC評価6項目」となる予定です。

(*)

2. JICAの事業評価 -評価基準-
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 DAC評価5項目に基づき、妥当性・有効性/インパクト・効率性・持続性について

評価を行っています。

 それぞれをサブレーティングとして3段階*（①高い、②中程度、③低い）評価し、

レーティング・フローチャートに従って、総合評価を4段階（A：非常に高い、

B：高い、C：一部課題がある、D：低い）で導出しています。

(*)2021年度以降、サブレーティングを4段階化にさせる予定です。

2. JICAの事業評価 –レーティング-
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 事業の妥当性、有効性・インパクト、効率性、持続性のサブレーティングの視

点は以下の通りです。計画時の目標に対して、どの程度目標が達成されたかを

確認します。

(*)2021年度以降、サブレーティングを4段階化にさせる予定です。

2. JICAの事業評価 –サブレーティング-
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インパクトの測定
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3．事業目的 –論理構成-

発電所・送電
線の建設

電力供給の増
強

経済活性化・
気候変動緩和

上位目標

アウトカム

アウトプット アウトプット

 事業インパクト測定には、適切な事業目的の設定が必要です。アウトプット→

アウトカム→インパクトが論理的・合理的であること（＝ロジックが通ってい

ること）が重要です。

アウトカムと
乖離し過ぎて
いないか

対象への
直接効果か
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4．事業効果の測定

発電所・送電
線の建設

電力供給の

増強

経済活性化・
気候変動緩和

上位目標

アウトカム

アウトプット アウトプット

 特にアウトカムに着目して、事業効果を測ることは重要です。JICAでは主に

「運用・効果指標」を設定・測定することにより、事業目標が達成度を客観的

に示しています。
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5. 運用・効果指標とは

 JICAは、事業効果を「客観的」かつ「定量的」に分かりやすく示すため
に、解決すべき開発課題タイプに応じた指標例、及び代表的教訓を整理
しています。

 各種指標の設定に当たっては、過去案件で実際に設定された指標を収
集・分析した上で、他ドナーや国内行政機関等で使用されている指標等
を参照しつつ、より適切な指標例を整備しています。

出典：JICA事業評価ハンドブック

• 事業の運営状況を定量的に測る指標運用指標

• 事業の効果発現状況を定量的にはかる指標効果指標
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5. 運用・効果指標 －分野毎との指標例－

出典：JICA事業評価ハンドブック Pg8-
https://www.jica.go.jp/activities/evaluation/guideline/ku57pq00001pln38-att/handbook_ver01.pdf

 セクター（分野）ごとに代表的な指標を整備しています。

→資金協力事業 開発課題別の指標例
https://www.jica.go.jp/activities/evaluation/indicators/aid_business.html
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 「持続可能な開発目標 (SDGs)」では、2030 年を年限とする 17 の国際目標、
またその下に、 169 のターゲット、232 の指標が決められています。JICAの
開発課題別の指標例も上記ターゲットを一部カバーしています。

5. 運用・効果指標 －SDGsとの共通点－

目標

ターゲット

指標

出典：外務省 https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/statistics/goal4.html 17



5. 運用・効果指標 －水資源－

出典：資金協力事業 開発課題別の指標例（水資源）
https://www.jica.go.jp/activities/evaluation/indicators/aid_business.html
https://www.jica.go.jp/activities/evaluation/indicators/ku57pq00001ww0o9-att/aid_business_water.pdf 18



5. 運用・効果指標 －農業－

出典：資金協力事業 開発課題別の指標例（農業）
https://www.jica.go.jp/activities/evaluation/indicators/aid_business.html
https://www.jica.go.jp/activities/evaluation/indicators/ku57pq00001ww0o9-att/aid_business_agriculture.pdf
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5. 運用・効果指標 －電力－

出典：資金協力事業 開発課題別の指標例（エネルギー）
https://www.jica.go.jp/activities/evaluation/indicators/aid_business.html
https://www.jica.go.jp/activities/evaluation/indicators/ku57pq00001ww0o9-att/aid_business_energy.pdf
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5. 運用・効果指標 －基礎教育－

出典：資金協力事業 開発課題別の指標例（基礎教育）
https://www.jica.go.jp/activities/evaluation/indicators/aid_business.html
https://www.jica.go.jp/activities/evaluation/indicators/ku57pq00001ww0o9-att/aid_business_education.pdf
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5. 運用・効果指標 –基準値と目標値-

 事業計画時に事前評価表を作成し、現在の基準値（ベースライン）、
事業完了時に目標値とその達成時期を示しています。

出典：ウズベキスタン「ナボイ火力発電所近代化事業」事前評価表
https://www2.jica.go.jp/ja/evaluation/pdf/2013_UZB-P11_1_s.pdf
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5. 運用・効果指標 –留意点-

 指標の設定において多いトラブルは以下のとおりです。

54%39%

7%

ベースライン調査における指標の分析結果

46%の指標が「測れない」

何をどう測るのか
明確ではない

どう測るのか
明確ではない

何をどう測るのかが明確

（出典）テーマ別評価「技術協力プロジェクトにおけるベースライン調査の現状分析」（JICA事業評価年次報告書2012）
https://www.jica.go.jp/activities/evaluation/general_new/2012/ku57pq000016rzgz-att/part02_02.pdf

1. 事業目的の達成度が測れない指標
2. 基準値（ベースライン）・目標値が不明
3. 指標データを収集せず案件終了
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対策（1）指標が適切かをまず確認

 指標の達成＝事業目的の達成（事業計画時によく確認を）

 事業目的と指標が対応しているか（そもそも事業目的は明確か、ターゲット・グルー

プ、対象地域は明確か。）

 事業完了時に「何がどうなっていれば、目的が達成されたと判断できるのか」が明確

か？

対策（2）指標データを収集する

 投資先がオペレーション上、定期収集している指標を確認（案件形成時に活用できる

指標は無いか確認）

 通常のオペレーションで収集すべきデータで、且つ、事業の効果も測定・確認できる

指標をなるべく設定（事業単独で収集すべき指標データはどれか？）

対策（3）定期的な指標のモニタリング

 変化に適応する（考え抜いた指標でも、現場でデータが取れないことがある。指標の

改訂が必要になることを念頭に段取りを組む）

 指標データを定期的に収集する体制ができているか？ （事業終了後も含む）

 無理のないモニタリング体制を作る（確実な監理体制、投資先の理解・積極性の醸

成）

5. 運用・効果指標 –対策-
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6. 内部収益率（IRR）

プロジェク
ト・ライフ

建設費

維持管理費

事業収入
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6. 内部収益率 –FIRR-
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6. 内部収益率 -EIRR-
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出典：ベトナム「ニャッタン橋（日越友好橋）建設事業」事前評価表
https://www2.jica.go.jp/ja/evaluation/pdf/2012_VN12-P8_1_s.pdf

6. 内部収益率 –EIRRの例-

28



（参考）評価基準の改定
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項目名 新定義

妥当性

 支援実施の妥当性（開発ニーズ）
 「受益者」に着目、弱者への配慮や公平性
 事業計画、アプローチのロジックの適切性

整合性
（New）

 日本政府・JICAの開発協力方針と整合性
 JICAの他事業（技術協力・有償/無償資金協力等）との相乗効果
 日本の他事業、他の開発協力機関等による支援と適切な相互補完、

国際的な枠組み（国際目標やイニシアティブ・規範や基準）と整合性

有効性
 期待された事業の効果の、目標年次における目標水準の達成度

（受益者間の差異）

インパクト
 正負の間接的・長期的効果の実現状況
（社会システム・規範、人々の幸福、人権、ジェンダー平等、環境社会配慮）

効率性
 事業の投入計画や、事業期間・事業費の計画と実績の比較

持続性

 事業によって発現した効果の持続性の見通しを確認する。
・組織・体制面、技術面、財務面（運営・維持管理予算確保）、環境社会面
リスクへの対応、運営維持管理の状況

7. 評価基準改定概要
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項目名 新定義（ノンスコア）

適応・貢献
（New）

・JICA等の関係者が事業目的を達成するために計画時/審査時や事業実
施中に果たした役割、貢献について、客観的・主体的な視点で過程を
分析。

付加価値・創造価値
（New）

・JICAのユニークな取り組みやJICAであるからこそ提供しえた価値・
要素（インプット）、特筆すべきイノベーティブな取り組みが確認さ
れたか。
・事業を通じて得られた新たな知見について発信・共有があったか。

7. 評価基準概要

31



(1) 既存5項目の再定義

SDGs理念の反映
「誰一人取り残さない（No one left behind）」
持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現

• 「受益者（Beneficiary）」という言葉が追加され、特に弱
者への配慮や公平性を踏まえた事業となっているかの確認

妥当性

• 「異なるグループの結果の差異」が追加され、受益者の中
での格差や公平性の観点も踏まえた開発効果の確認

有効性

• ジェンダー平等・人権や人々の幸福への潜在的影響の確認インパクト

• 環境社会面、リスクへの対応といった視点の追加。持続性

7. 評価基準改定 –主要な改訂ポイント-
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(2) 整合性の追加

整合性の評価視点

• ① 日本政府及びJICAの開
発協力方針との整合性※妥当

性から移管

• ② JICA内の他の事業、支
援等との連携（相乗効果・シ
ナジー）

• ③ 他の内外機関との連携、
国際的枠組み等との協調

整合性のポイント

• ①妥当性との差別化

• 妥当性：事業固有の正当性
や必要性を確認

• 整合性：協力機関側の関わ
り方を確認

• ②成果の重視

• 単なる連携やSDGsとの合
致をもって高い評価とはせ
ず、連携の「成果」を重視。

7. 評価基準改定 –主要な改訂ポイント-

33



• DAC新基準の「効率性」に事業実施主体が如何に上手く管理したか
という視点が追加

• ←開発効果の評価という視点とは異なる。

① マネージメントの視点の追加

• JICAの貢献、開発効果を高めるための有効なアイデア、環境変化に
対応した適切な判断

• ←開発効果として発現するもので「有効性・インパクト」で評価
される。難易度の測定、レーティング化は困難。

② 現行レーティング制度の制約

(3) ノンスコア項目の追加

→レーティングは付与しない（総合評価に含めない）

7. 評価基準改定 –主要な改訂ポイント-
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(4) レーティング改善

３段階

３

２

１

４段階

４

３

２

１
効率性

持続性

有効性・インパクト

妥当性・整合性

サブレーティング４段階化

・各評価基準のサブレーティングは3
段階の「中程度」に集中する傾向。妥当
性は96％以上が「高い」に集中。
・成功した事業・課題のある事業を明
確化

良
↑
↓
悪

評価基準のウェイト付け

・「有効性・インパクト」（事業効果の発
現状況）および「持続性」（事業効果の
継続状況）をより重視。
・「効率性」のウェイトを軽くする

重
要
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35



7. 評価基準改定 –主要な改訂ポイント-

36



ウェブサイトのご案内

●JICAウェブサイト
http://www.jica.go.jp/index.html

●事業評価ウェブサイト
http://www.jica.go.jp/activities/evaluation/index.html

⇒過去の事業評価結果を調べたい。（事業評価案件検索）
http://www2.jica.go.jp/ja/evaluation/index.php

⇒過去の事業評価年次報告書を読みたい。
http://www.jica.go.jp/activities/evaluation/general_new/index.html

●JICA研究所
https://www.jica.go.jp/jica-ri/ja/index.html

⇒研究成果を読みたい。（ワーキングペーパー）
https://www.jica.go.jp/jica-ri/ja/publication/workingpaper/index.html

●JICA図書館蔵書検索
http://libopac.jica.go.jp/

●ODA見える化サイト（各JICA プロジェクト概要紹介）
http://www.jica.go.jp/oda/

●「国際協力機構史」（本編 第２章：業務の変遷と実績 Ⅸ．事業評価・広報）
https://www.jica.go.jp/about/history/ku57pq00002jr4ze-att/list01_02_09.pdf
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＜本媒体に関するお問い合わせ、ご意見の宛先＞

独立行政法人国際協力機構 評価部

電子メール（部代表）：jicaev@jica.go.jp

電話：03-5226-6460

〒102-8012 東京都千代田区二番町5-25 二番町センタービル

38

mailto:jicaev@jica.go.jp

